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　学校説明会に協力してくれたみなさん、ありがとうございました。
　最近のニュースで、夏休みの宿題である「読書感想文」を、生成AIを使っ
てわずか10秒で終わらせてしまう中学生の話が話題になっていました。ボタ
ン一つで、それらしく整った「上手な文章」が瞬時に出来上がってしまう時
代です。
　学校現場でも、「AIに頼りすぎて、自分の頭で考えなくなってしまうので
はないか」という心配の声が聞こえてきます。
　進路に向けて皆さんが書く「志望理由書」や「自己PR」も同じかもしれま
せん。AIに頼めば、模範的で綺麗な文章を一瞬で作ってくれるでしょう。私
自身も日頃からAIの利便性を実感し、活用している一人ですから、その技術
の凄さはよく分かります。これからの社会を生きていく皆さんにとって、AI
を道具として使いこなす力は間違いなく必要な技能です。
　AIは、とても優秀です。文章も書いてくれます。要約もしてくれます。英
語も直してくれます。でも、一つだけ絶対にできないことがあります。それ
は、あなたの代わりに生きることです。
　部活動で悔しかったこと。アルバイトで失敗したこと。家族とけんかした
こと。友達の一言に救われたこと。それは、あなたしか経験していません。
だから志望理由書で一番大切なのは、「上手な文章」ではありません。あな
たにしか語れない経験です。
　AIは、あなたが経験したことを整理したり、より伝わりやすく整えたりす
るための優秀な「相棒」になります。しかし、その前にあなた自身の「語る
べき経験」が無ければ、AIも何も生み出すことはできません。ですから、高
校生活で一番大切なのは、AIより先に、たくさん挑戦し、失敗し、人と出会
い、自分だけの経験を積むことです。将来、AIを使いこなす人と、AIに使わ
れる人の違いは、文章力ではありません。自分の人生を自分のことばで語れ
るかどうかです。
　まだまだ暑い日が続きます。体調管理に気をつけて過ごしましょう。

生成AIとの付き合い方 ～
輝ける明日を創ろう～
新堀　隆久

・アンケートがまだの人は協力をお願いします！
　　　　　　　　　　　　　　　　（左のフォームから）
・熱中症に注意して、水分補給と適切な睡眠を。
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